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内容の要旨および審査の結果の,要旨
新生血管黄斑症は脈絡膜由来の新生血管がブルッフ膜と網膜色素上皮を通って黄斑部網膜下に侵入する
ことにより発症する疾患群の総称であり，新生血管黄斑症の視力予後は一般に極めて不良である。その発
症に網膜色素上皮が関与することが近年指摘された。本研究では新生血管黄斑症に属する老人性円板状黄
斑変性症（SDMD）２１例42眼，,中心性鯵出性脈絡網膜症（CECR）１４例28眼，Gr6nbladStrandberg症
候群7例14眼,強度近視23例39眼および検眼鏡にて新生血管黄斑症に類似した６例12眼を対象に，眼球電
位図（EOG）法を用いて明極大と暗極小の比（L／D比）および３種の薬物誘発応答（高浸透圧応答，ダ
イアモックス応答，重炭酸応答）を調べ，電気生理学的に網膜色素上皮機能を検討した｡
新生血管黄斑症に属するいずれの疾患でもEOG応答が異常となる症例があり，検眼鏡では病変は黄斑
部に限局していたが，広範囲に網膜色素上皮機能が障害されていることが判明した。ＳＤＭＤやCECRで
は黄斑部出血がない非罹患眼でもEOG応答が異常となり，EOG応答により新生血管黄斑症の発症を予測
できる症例が存在した。ＳＤＭＤやGr6nblad-Strandberg症候群では網膜色素上皮機能障害の程度に病巣
の大きさが関与していた。ＣECRでは視力予後の推察に重炭酸応答が有用であった。Gr6nblad-Strandb
erg症候群では重炭酸応答が網膜下新生血管の発生に鋭敏に反応した。強度近視ではびまん性網脈絡膜萎
縮の有無によって網膜色素上皮機能障害の質および程度は異なった。同じく黄斑部出血であっても新生血
管の関与の有無によって網膜色素上皮機能障害の程度は異なった。SDMnGr6nblad-Strandberg症候
群およびびまん性網脈絡膜萎縮がみられた強度近視ではベーサル膜に関係深い高浸透圧応答および重炭酸
応答の異常率が高いのに比べ，ＯECRおよび豹紋状眼底を呈するが網脈絡膜萎縮がみられなかった強度近
視ではエピカル膜に関係深いダイアモックス応答の異常率が高く，新生血管黄斑症をEOG所見によって
２群に大別できた。検眼鏡にて新生血管黄斑症と類似した症例では新生血管黄斑症との間にEOG応答の
質的相違がみられ，EOG応答がこれらの鑑別の一助となった。以上の知見により，本研究は新生血管黄
斑症の鑑別診断，病態解明および疾患概念の確立に寄与し，新生血管黄斑症の予防法および治療法発見へ
の手掛かりを与えると評価された。
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